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【
読
売
新
聞
・
２
０
１
２
年
５
月
１
日 

】
タ
イ
ラ

ギ
漁
獲
９
割
減
、
餌
不
足
や
大
量
死 

 

太
良
町
沖
の
有
明
海
で
昨
年
１
２
月
１

８
日
に
始
ま
っ
た
今
季
（
２
０
１
１
年
度
）

の
タ
イ
ラ
ギ
漁
は
、
３
０
日
で
漁
期
が
終
わ

っ
た
。
総
水
揚
げ
量
（
貝
柱
重
量
）
は
、
昨

季
の
４
３
・
１
ト
ン
に
比
べ
て
９
２
％
減
の

３
・
５
ト
ン
。
豊
漁
だ
っ
た
２
０
０
９
年
度

の
シ
ー
ズ
ン
の
１
１
２
・
６
ト
ン
と
比
較
す

れ
ば
、
３
％
と
い
う
数
字
だ
。
極
端
な
不
漁

の
た
め
、
漁
師
ら
は
、
す
で
に
今
季
の
漁
を

打
ち
切
っ
て
い
た
が
、
来
季
を
心
配
す
る
声

が
早
く
も
聞
か
れ
る
。
県
有
明
海
漁
協
大
浦

支
所
（
太
良
町
）
に
よ
る
と
、
今
季
の
タ
イ

ラ
ギ
漁
で
操
業
許
可
を
受
け
た
の
は
、
昨
季

の
６
８
隻
よ
り
大
幅
に
少
な
い
２
８
隻
で
、

実
際
に
操
業
し
た
の
は
１
４
隻
に
と
ど
ま

っ
た
。
出
漁
す
る
船
は
４
月
中
旬
以
降
、
１

け
た
に
減
り
、
実
質
的
な
最
終
日
と
し
た
同 

今こそ特措法に基づく救済措置の発動を！ 

同
漁
協
鹿
島
市
支
所
は
、
さ
ら
に
振
る

わ
な
か
っ
た
。
同
支
所
に
よ
る
と
、
今
季

の
生
産
枚
数
は
約
１
億
４
千
万
枚
、
販
売

金
額
１
３
億
円
で
、
い
ず
れ
も
前
季
の
約

半
分
。
近
年
最
も
不
作
だ
っ
た
２
０
０
８

年
の
１
億
６ 

千
万
枚
も
下
回
り
、
過
去

５
年
間
で
最
悪
だ
っ
た
。 

も
と
も
と
、
筑
後
川
か
ら
の
豊
富
な
栄

養
が
供
給
さ
れ
る
有
明
海
東
部
と
違
い
、

西
部
は
ノ
リ
養
殖
が
難
し
い
と
さ
れ
る
。 

鹿
島
市
の
漁
民
ら
は
、
１
９
９
５
年
か

ら
山
に
植
林
を
続
け
、
山
か
ら
の
栄
養
が

増
え
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た
。 

だ
が
、
鹿
島
市
支
所
の
野
田
勝
さ
ん

（
４
４
）
は
「
今
年
は
ま
っ
た
く
太
刀
打

ち
で
き
ん
か
っ
た
」
と
悔
し
そ
う
に
話
し

た
。 同

支
所
の
青
年
部
は
約
３
年
前
か
ら

年
１
回
、
海
上
に
ブ
イ
を
浮
か
べ
、
潮
流

調
査
を
始
め
た
。
潮
の
流
れ
が
良
く
な
る

よ
う
に
ノ
リ
網
の
向
き
や
間
隔
も
変
え

た
。
海
底
を
耕
運
機
で
耕
し
、
底
質
の
環

境
改
善
に
も
力
を
入
れ
る
。 

し
か
し
、
そ
う
し
た
努
力
が
一
向
に
実

ら
な
い
。
「
潮
流
が
変
化
し
、
泥
が
た
ま

り
や
す
く
な
っ
た
。
諫
早
湾
を
閉
め
切
っ

て
以
降
、
海
が
悪
化
し
て
き
て
い
る
と
感

じ
る
」
と
話
す
野
田
さ
ん
は
、
「
山
の
環

境
の
悪
化
な
ど
、
様
々
な
原
因
が
考
え
ら

れ
る
。
自
分
た
ち
で
や
れ
る
こ
と
を
や
っ

て
い
く
し
か
な
い
」
と
、
来
季
に
向
け
て

の
決
意
を
込
め
な
が
ら
話
し
た
。 

 

よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

よ み が え れ ！  

有 明 訴 訟 弁 護 団

( 後 藤 富 和 ）発行

092-512-1636 

090‐9602‐0700 

１
８
日
は
１
隻
の
み
だ
っ
た
。
水
揚
げ
量

が
少
な
か
っ
た
た
め
、
今
季
は
支
所
で
の

入
札
は
行
わ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
市
場
に
出

荷
。
１
キ
ロ
当
た
り
の
平
均
価
格
は
、
昨

季
よ
り
約
１
０
０
０
円
高
い
３
４
０
０

円
だ
っ
た
。 

 

県
有
明
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
（
小
城

市
）
に
よ
る
と
、
今
季
は
成
長
期
の
夏
場

に
餌
と
な
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
不
足
し

た
た
め
、
生
育
不
良
が
多
く
発
生
。
ま
た
、

海
中
の
酸
素
濃
度
が
低
く
な
っ
た
こ
と

で
、
大
量
死
も
見
ら
れ
た
と
い
う
。 

 

漁
業
者
の
間
で
は
、
諫
早
湾
干
拓
事
業

（
長
崎
県
）
と
有
明
海
の
環
境
変
化
の
因

果
関
係
を
調
べ
る
た
め
に
、
早
期
の
開
門

調
査
を
望
む
意
見
は
根
強
い
。
１
０
年
１

２
月
の
福
岡
高
裁
判
決
で
、
国
は
来
年
１

２
月
ま
で
に
同
事
業
の
潮
受
け
堤
防
排 

水
門
を
開
門
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
。

４
月
７
日
、
高
裁
判
決
以
降
で
は
初
め
て

鹿
野
農
相
が
県
内
を
訪
れ
た
。
意
見
交
換

の
場
で
県
内
の
漁
業
者
は
「
原
因
究
明
に

は
、
全
面
的
に
開
門
し
て
調
査
す
る
し
か

な
い
」
と
訴
え
た
。
こ
れ
に
対
し
、
鹿
野

農
相
は
、
制
限
的
開
門
を
基
本
に
す
る
意

向
を
示
し
、
開
門
時
期
は
明
言
し
な
か
っ

た
。 太

良
町
の
タ
イ
ラ
ギ
漁
師
、
大
鋸
幸
弘

さ
ん
（
５
５
）
は
「
出
漁
し
て
も
船
の
燃

料
代
で
赤
字
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
し

て
今
季
の
タ
イ
ラ
ギ
漁
を
諦
め
、
代
わ
り

に
カ
ニ
漁
な
ど
で
生
計
を
立
て
た
。 

 

大
鋸
さ
ん
は
「
来
季
こ
そ
は
出
漁
し
た

い
が
、
原
因
究
明
が
遅
れ
る
ほ
ど
、
状
況

は
悪
く
な
る
ば
か
り
だ
。
開
門
調
査
の
実

施
期
限
は
決
ま
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
国

は
誠
実
に
対
応
し
て
ほ
し
い
」
と
強
調
す

る
。 

タ
イ
ラ
ギ
の
水
揚
げ
は
昨
年
比
９
割
減 

地
域
格
差
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る 

 
 

 
 

 
 

ノ
リ
養
殖
被
害
の
現
状 

 

【
朝
日
新
聞
・
２
０
１
２
年
４
月
１
２
日
】
ノ

リ
入
札
、
不
振
の
中
終
了 

鹿
島
は
昨
季

の
半
分 

  

今
季
の
県
内
の
ノ
リ
養
殖
が
、
１
１
日

の
入
札
会
で
終
わ
っ
た
。
９
年
連
続
で
生

産
量
日
本
一
を
記
録
す
る
見
通
し
に
な

っ
た
が
、
生
産
枚
数
は
１
８
億
２
千
万
枚

で
振
る
わ
な
か
っ
た
。
中
で
も
、
栄
養
不

足
に
な
り
が
ち
な
県
西
部
の
有
明
海
は
、

秋
の
集
中
豪
雨
や
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
異

常
発
生
で
、
今
季
も
苦
戦
を
強
い
ら
れ

た
。 

 

「
も
う
体
力
な
か
。
来
季
の
生
産
期
が

来
る
の
が
怖
い
」 

１
０
日
、
今
季
の
ノ

リ
養
殖
を
終
え
、
支
柱
の
撤
去
を
し
て
い

た
鹿
島
市
の
中
村
和
也
さ
ん
（
３
７
）
は

力
な
く
笑
っ
た
。 

 

県
有
明
海
漁
協
に
よ
る
と
、
こ
の
数

年
、
生
産
枚
数
は
２
０
億
枚
前
後
、
販
売

金
額
は
２
０
０
億
円
前
後
を
保
っ
て
き

た
が
、
今
季
の
県
内
全
体
の
ノ
リ
の
生
産

枚
数
は
１
８
億
２
千
万
枚
、
販
売
金
額
は

１
９
４
億
円
で
、
対
前
季
比
２
割
減
と
な

っ
た
。 


